
新教科「現代への視座」

■５年 ： グローバルコミュニケーション

（１）科目の概要

グローバル人材を育成していくためには，多様な立場の者同士が連携・協力して問題を解決してい

くことができる能力の育成が重要である。問題解決に当たっては，的確に自分の考えを表現し，また

他者の考えを理解することが必要であり，そのためには言語を的確に使用することが求められる。特

に，国を超えて連携・協力していくには，国際的に通用する言語によるコミュニケーション能力が欠

かせない。このことを踏まえ，「グローバルコミュニケーション」では，実生活・実社会に関連する

時事問題を取り上げ，それぞれの問題について考えて英語での議論をする。そうした活動を通じて，

議論に必要なクリティカルシンキングの能力や相手を説得するためのコミュニケーション能力の育成

を図り，対立する意見を持つ相手とも双方同意できる問題解決力や意思決定力を涵養していく。

（２）「グローバルコミュニケーション」の目標

積極的に議論に参加し，相手と対等な立場で自分の意思を伝えようとする態度を育成す

るとともに，論理や情報の適切さなど多様な観点から聞いたり読んだりしたことについて

審議したり，合理的に相手を説得したりする能力を伸ばし，社会生活において問題解決・

意思決定ができるようにする。

（３）ねらいとする能力・態度

「グローバルコミュニケーション」で育成する能力は，『持続可能な社会の構築・発展(ESD)』
における区分を基に具体化している。

(批判的) 与えられた情報をよく検討・理解する。

(未 来) 見通しのある解決策を考える。

(多面的総合的) 情報を統合し物事の成否を決める。

(コミュニケーション) 相手が納得できるように理由づけを明確にしながら意見を言う。

(協 力) 一定の合意が築けるようにお互いの意見を出し合い，よりよい考えを柔軟に取り入れる。

(参 加) 意欲的かつ継続して議論に参加する

（４）授業展開及び教材の工夫

当校オリジナル教材である『Introduction to Logical Argument in English』を使い，以下の要領で授業
をすすめながら，前項で挙げる議論に必要な能力・態度を身に着けていく。授業は，CALL演習室（当
校では情報語学演習室と呼ぶ）を使い，ICTを活用した活動を行う。
・議論の作法(感情的にならない，人が話している際に横やりな発言をしないなど）や論理の誤謬

（勝ち馬や性急な一般化など）の概観について，映画"12 Angry Men"から学び，「協力」「参加」
の態度を身につける。

・トゥールミン・モデルに従って，論理的にまとまりのある内容を発信する練習を積み重ねなが

ら効果的・効率的に「コミュニケーション」をとる力を身につける。

・論理の誤謬を各論で学んでいく。論理展開の適否を指摘する問題演習を行いながら，「批判的」

な視点で議論をすすめる力をつける。

・中規模グループで（15 名前後），司会者を２～３名たて英語で議論をする。議論の話題は，国内
外さまざまな地域・社会問題を取り上げ考えることで，世の中の動きに対して主体的な関わり

を持たせていく。議論が活性化する上で，①題材内容と②言語材料の２点に注意し，内容理解

や背景知識の獲得に時間がかからないようにし，生徒が議論をする時間を確保する。議論は，

身近な生活問題から始めて回数を重ねながら社会的関心を寄せる問題へと拡充していき，さま

ざまな話題に多様な観点で議論できるよう言語活動を行なっていく。



・議論は，語学用ソフトウェア「PC@LL」を用いて，文字チャット上で情報共有・意見交換をす
すめていく。発言内容が画面上に残るため，相手が発言した内容を読み返しながら議論の流れ

が確認できること，一貫性や誤謬など論理展開上の問題点を指摘できること，関連の英語表現

に意識を向けた指導ができることが可能になる。さまざまな立場・価値観を持つ人と意見を交

えながら，「多角的総合的」「未来」志向の判断が下せるように力をつけていく。

（５）学習指導要領との関係

学習指導要領では，日常生活から社会生活にいたるまで，多様な言語の使用場面，そして多様な

言語の働きを包括的に扱っており，総合的なコミュニケーション能力の育成を目指している。一方，

「グローバルコミュニケーション」では，学習指導要領が取り扱う言語の使用場面と働きを限定し，

インターネット上におけるな意見交換や海外の大学の授業で要求されるフォーマルな議論の場面に

おいて，自分の意見や考えを効果的に伝え合うことができるように，目標を特化して指導を行なっ

ていく。

（６）年間指導計画 （３５時間扱い）

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

４ 情報機器の操作に ◎年間シラバスの提示 ・学習計画，授業内容，評価方法について

慣れる 知る。

◎議論をする際の操作手順に ・CALL ソフト「PC@LL」の使い方に慣
ついて知る。 れる。身近な話題について日本語で議論

しながら操作方法について理解する。

５ 議論の作法と論理 ◎映画「12 Angry Men」の導 ・本編の事件詳細を熟読した後，グループ

６ の誤謬について概 入（教材への興味づけと英 で英語で議論をする。，被告が有罪か無

観を学ぶ 語によるディスカッション 罪かを判断し，その理由を添える。

に慣れさせることをねらい

とする）。

◎本編を視聴しながら，議論 ・本編の陪審員達の議論を分析し，良い点

の作法と論理の誤謬につい と悪い点を評価し，その後発表する。「司

て学ぶ。 会の役割」「中間投票の有効性」「証言の

検証」「話題の転換」「性急な一般化」「勝

ち馬理論」「人格攻撃」「感情や力への訴

え」「論旨の一貫性」「証拠不十分の虚偽」

など，今後の議論の際の重要な観点を確

認する。

７ 模擬議論を行う ◎提示したテーマについて肯 ・これまで確認してきた議論のための観点

定派と否定派のグループに に留意してそれぞれの立場を支持する合

分かれて議論をする。 理的な根拠を伝え合う。

テーマは身近なもの，生徒

にとって新しいものを選ぶ。

９

10 議論の仕組みにつ ◎論理の誤謬を各論で学ぶ ・「赤ニシン」「人身攻撃」「しっぺ返し」

11 いて学ぶ 「勝ち馬」「ストローマン」「性急な一般

12 化」「感情への訴え」などについての誤

１ った論理展開について理解し，誤謬を見

２ 抜くための演習を行う。

３ ◎主張の組立方について学ぶ ・トゥールミン・モデルの基本要素である



・トゥールミン・モデルにつ Claim, Data, Warrantを用いて自分の主張
いて理解する。 を論理的に伝えるための練習を行う。

議論を実践する ◎トゥールミン・モデルと論 ・トゥールミン・モデルの基本要素に

理の誤謬に注意して意見交 Rebuttal, Qualification, Reservation,Backing を

換をする。 加え，より論理的で説得力のある意見

を伝える練習をする。

・身近な問題や国内外の諸問題に関するニ

ュース・新聞を見た後，グループに分か

れて議論をする。

・議論後，自己評価シートを使って，自己

の発言を量的に分析させ，次回の議論に

活かす。


